

















Ⅴ 調査報告 神奈川県立公文書館 調査報告



















































































えば､ 保存年限に関する規程で言えば､ 永久保存と有期保存に分け､ 有期
保存の文書について三〇年保存・二〇年保存・一五年保存・一〇年保存・
五年保存・一年保存といったような保存年限が定められ (会計関係書類に
161 ( 110 )
ついては別途規定される) ていたため､ 永久保存とされた文書については､
大原則として当該機関が廃止されない限り (町村合併などにより消滅しな






書で永久保存に指定されていた ｢古い文書｣ について ｢永久｣ を ｢有期｣
に変更することによって合法的に廃棄している又は廃棄する予定でいると
いう実態を知ったのである｡ そこで､ ｢歴史的文書｣ の保存ということに






































てしまい､ 国民のもの､ 市民のものといった認識が極端に稀薄になり､ 非
国民化・非市民化といった状態に陥っている｡ かかる二つの日本的本質が




159 ( 112 )

























公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 158( 113 )
化した｡ すなわち､ 各研究者はそれまでの公文書データ収集の過程で､ 行
政官庁のずさんな､ あるいは秘密主義的な公文書管理のあり方に強い疑念
を共有していることが明らかとなった｡ 同時期には､ また社会保険庁の年
金記録問題 (年)､ 大分県の教員採用試験問題 (年)､ また地方




















しかしながら､ 日本の公文書管理は､ 欧米は無論のこと､ 近隣アジア諸
国と比較しても国際的な水準から大きく立ち後れてしまったことが本調査
から明らかとなってきた｡
157 ( 114 )
日本の場合､ 公文書およびその管理をめぐる問題は､ これまで歴史学会
やアーカイブズ系の学会､ 研究会が中心となってとり組んできた経緯があ
る｡ そこでは公文書は文書学や史料論の対象として､ すなわち ｢文化財｣
として取り扱われる傾向があり､ 現用文書を含めた公文書が市民の財産で
あることや､ こうした視点から適正な公文書管理システムの構築が必要で


















② 中国は公文書管理の長い歴史と巨大な組織､ 人材を有し､ 公文書管
理保存の方法が確立している｡ 専門職養成も実施され､ その基盤は確
かなものがある｡ ただし､ 情報公開などについては不明な点も多い｡



























155 ( 116 )
査計画､ 調査結果の報告および検討等を行った｡
① 年月日 (月) ：～
② 年月 日 (月) ：～
小松芳郎氏 (松本市文書館館長) 講義
③ 年月	日 (火) ：～
④ 年月 日 (火) ：～
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調 査 先 調 査 日 調 査 者
 愛知県立公文書館 (月) 檜山・佐道・ましこ・大友
 名古屋市市政資料館 (火) 佐道・桑原・大友
 埼玉県立公文書館 (木) 佐道・大友
 沖縄県北谷町公文書館  佐道
	 沖縄県公文書館  佐道

 韓国 国家記録院ナラ資料館 (月) 檜山・酒井・東山・大友
 韓国 国家記録院 (テジョン) (火) 檜山・酒井・東山・大友
 神奈川県立公文書館 (木) 檜山・ましこ・土井・上代・
大友
 藤沢市文書館 (金) ましこ・土井・上代・大友
 大阪府立公文書館 (火) 檜山・桑原・上代・東山・
大友
 京都府立総合資料館 (火) 檜山・桑原・上代・東山・
大友
 大阪市公文書館 	(木) 桑原・大友
 長野市公文書館 (水) ましこ・上代
 松本市文書館 (木) ましこ・上代










































富 永 一 也 (資料課主任専門員)




























公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 150( 121 )
それが､ 県のほうに管轄が移ったという｡
富永：そうですね｡ 経緯を申しますと､ 復帰の前に琉球政府文書を残しま
しょうということを､ 当時の局長レベル､ 今でいう部長が決めて､ どうし
たかと言うと､ その当時の琉球政府の公文書はつに分かれていたのです｡
つは､ 国に行く業務がありますから､ 裁判とか､ 税関とか､ あるいは
労働関係の監督とかそういうものは､ それぞれの所轄する国の省庁に行っ






















































ていく時期だったのです｡ それで､ 一番モデルになったのは､ 神奈川県で
す｡ あそこの存在がなければ､ こういうかたちではできていないと思いま
す｡









































それはなぜかというと､ 図書館に対する批判として､ ｢金太郎飴だ｣ と
いうのがあります｡ どこの図書館に行ってもベストセラー本があって､ 小




ると､ そこの経営方針・収集方針と､ うちはここに核があるけど､ こっち
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 146( 125 )
に手を出して､ 重複して結局同じようなものを争ったりということがある
ので､ 指定管理になる前に総務部長の方針が出て､ ｢関係機関と重複しな
























じトピックであれば､ 串刺し的に､ 全部網羅して分類してしまう｡ しかし､





行政が毎年予算年度があって､ 予算を組んで､ ある事業があって､ 予算を
組んである事業があって､ これが年度というものの繰り返しの中で続いて
いくというイメージがあります｡ それは私文書にはほとんどありえないの











いて､ この人はこっちの引出し､ この人はこっち､ これは自由にできるわ
けです｡ 私文書はむしろ､ そっちが向いているのです｡
佐道：琉球政府時代の文書というのは､ 保存状態はどういう状況なのです






公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 144( 127 )
残っていると思っていいんですか｡
富永：県庁にまだあるかどうかというと､ 一部まだありますね｡ 現用とし





















富永：はい｡ 仲間 (企画調整課) さんにお願いをして､ 企画の総務で会議
室に文書をいっぱい持っていって､ ｢リストはあるのか｣ と聞いたら､ ｢な
い｣ と言うのです｡
担当自体も入れ替わりで､ 過去のどんなものがあるかというのがよく分





りリスト化して渡したのですね｡ すると､ 武石さん自体が ｢こんなものも
あったの｣ とびっくりして､ 今それの中で､ 一応､ 使わないものはこちら
に移してくれと言う話をして､ いま彼はそれを選別しているところなので





間はオフィスに置いて､ 最長で年間､ 最短で年と日です｡ この
年度の文書が年度いっぱい置かれて､ それを ｢完結した｣ と言うので
す｡
そこで完結したものを､ 総務私学課の書庫に引き継いで､ ちゃんとリス



















全体がこれだったら､ あまり意味がないんです､ 本当に｡ 全体の分母を見











るのは本庁の知事部局の部門だけです｡ 出先については､ 宮古､ 八重山の
両市庁があって､ そこは本庁の総務私学課の監督を受けずに独自でやれと












か所だけありました｡ データ化して｡ ところが､ ほかは ｢リストを頂戴｣
と言っても何があるか自分たちも分からないという｡
佐道：｢取りあえずここに入れておこう｣ という感じで｡
富永：そうですね｡ それで､ 必要があったら日探すっていう感じで､ 無
ければ諦める｡
それから､ もうつは県の各種委員会､ これが全くだめですね､ 今まで｡
引き渡しの規程を持っているところは､ 沖縄県で言うと､ 教育庁とそれか













かっている壁は､ ｢リストがない｣ ということなんです｡ 情報が把握でき
ないので､ 最初にリストがあれば､ 一次選別といって要らないものを排除
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 140( 131 )















ころとちょっと違って､ 時に命を賭けての仕事でしょう､ 大変ですね｣ と｡
｢そういう事実や記録が後輩にも残らないで､ のちの県民にも残らない､





(側通行) から左に変わりましたけど､ ちょうど年目なので､ ｢今年引
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けど､ たいてい､ こういう話をしながら見ていると ｢どこまでならできる
か｣ っていうのがだいたい分かるんですけど､ 出来ないところが多いんで
すね｡ そうすると､ こっちである程度サポートを入れないといけないとい










富永：そうですね｡ 大田さんの頭の中には ｢アメリカの文書｣ というのが
あったと思うんです｡
佐道：はい｡









135 ( 136 )
て､ その精神も勉強し､ という中で彼等ががんばったんですね｡ それで､
ここに建物を決めて､ それからふるさとづくり資金も適用してもらって大















ば直ぐ ｢取ってこい｣ といって取ってきては宣伝して展示に使う｡ そうす
ると､ こっちのほうはもう脇へ､ というようなことがあったんです｡







けれど､ 向こうに許可を得てないので､ 一部分だけ持ち出しましたが､ 向


























ですから､ ｢公文書館が設置されている｣ ということと､ ｢その県の県庁
の組織が公文書のことをきちんとしている｣ というのは別のことなので､
133 ( 138 )








それで､ 都道府県レベルではこうですが､ 市町村レベルは､ の自
治体がいまあるのですが､ その中でぐらいですかね｡ ですから､ 千数















んですけど､ あの論文を書いたつのことは､ 文書 (もんじょ) 館界､ 公
文書館界というのは､ ある意味では図書館をおとしめることで自分達の地
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 132( 139 )
位を上げようというキャンペーンを張ってきたところがあるんです｡





ところが､ ｢じゃあ文書は文書館で｣ といった場合の受け皿として､ ｢じゃ
ああなた達はどれくらいの資源を持っていますか｣ というと､ ｢いや､ 都
道府県でです｣ とか､ ｢市町村合わせて､ 政令都市を合わせても
ぐらいです｣ という世界で､ ｢専門職員は何名いますか｣ と言ったら ｢い
や､ 全部合わせて人ぐらいです｣ ｢でも全国の公立図書館に司書は万





























































































佐道：どこにお話を伺いに行っても ｢いやあ､ 頭が痛い問題で｣ というの
は皆さんお話になるのですけれど､ 多分これはサーバーを別にきちんとし















































































ということを､ 今思い返すのですよ｡ そうすると､ 例えば一時期アメリカ

































































123 ( 148 )
富永：そうですね｡
佐道：日本というのはこういうところがお寒い国なのかな｡










































それで､ 我々 (の部署) は人います｡ 一番多いのが代で､ 代が









































照 屋 英 雄 (館 長)
津嘉山 功 (副 館 長)
外 間 より子 (嘱 託 員)


























ね｡ それで､ ｢よし､ 造ろう｣ と｡ でも､ 公文書館を造るとなるといろい
ろクリアしないといけない条件とか､ まず官舎はどうしようかとか例規は













































































































































































うに主幹か総監が合議 (あいぎ) まわして､ 決裁をもらって確認した後に､
各課がいつまでに文書を持っていきたいんですがということでいきます｡





















111 ( 160 )
佐道：職員の方の意識というのはどうなのですか｡ つまり､ 仕事でファイ
ルを作りますよね､ それはいずれ公文書館に納まるものだというふうにし































佐道：文書管理の場合､ 種類の分類､ 年保存､ 年保存､ 年保存とか､
これは分類表に従うということになっていると思いますけれども､ あいま
いな部分がありますよね｡ 重要な部分は年にするとか比較的重要な部
































津嘉山：職員は現在､ 私､ 人なんですよ｡ 上の職員は今､ 名おります



















































































































あとは､ 形式別だったり､ ○○台帳だったり､ そういった感じの名称を





































て｡ だって､ 保存するのがそもそもの仕事ですからね｡ それを減らせとい





















































佐道：実際､ でも､ 物理的にスペースを拡大しない限りは､ 知恵を絞って
頑張っておられても､ あと何年これでしのげるかということですよね｡
津嘉山：目に見えてはいますね｡






















































書つづり』 とか 『雑文書つづり』 とか分からなかったので､ これでは目録
を作って検索しても困るからということで｡
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ているとか｡ 北谷町は戦後､ 回目の引っ越しなんですね｡ 当初は桃原に
あって､ あのころはまだなかったかもしれないけど､ その前の役所に移っ
たときに､ 今見たらほんの小さな本棚みたいなものだけど文書庫というの














照屋：ただ､ 消防も難しくて､ 搬送票とか火災の現場調査といって､ 個人
情報もぎっしり詰まっているものですから､ 前の担当者からそれもいくつ











と､ それは順調に進められているということですか｡ たまっていて､ どう















くて､ そのへんで､ 出す職員はいいんですけど､ 下の業者のほうで大変な
ことになってますね｡ 順調とはちょっと言えないかもしれないですね｡





























年 公文書館 (仮称) 構想懇話会 設置

































第条 県の機関 (知事､ 議会､ 公営企業管理者､ 教育委員会､ 選挙
管理委員会､ 人事委員会､ 監査委員､ 地方労働委員会､ 収用委員会､















第条 行政文書の保存期間は､ 年､ 年､ 年､ 年または
年とする｡































































































. 共通項目 (必須項目) 以外の項目
神奈川県立公文書館の特徴と思われる事項を､ 以下､ 列挙する｡














・. () で言及した､ 神奈川県立公文書館条例第条について｡
警察文書は対象外｡
条例での規定の仕方がポイントとなる｡
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 84( 187 )







83 ( 188 )
地方行政における公文書館の性格や役割は､ 都道府県レベルと市町村レ











. 年､ 藤沢市史編纂にあたり､ 委員長を引き受ける条件として､
公文書館の設置を､ 委員長児玉幸多氏が主張｡ 年月より市史
編纂開始｡
. 年月日､ 山口県立文書館 (年月日設立) などを
参考に､ 元藤沢市登記所の跡地と建物を使用して開設される｡ 当時､
藤沢市内には図書館があったが､ 博物館計画などはなく､ 設置につい





文 責：大 友 昌 子
て､ 競合しなかった｡ その頃､ 全国的に歴史民族資料館などの設置の
動きがあり､ 補助金がらみの事であったが､ これとは違う方針で設置
することとした｡
. 年､ 年には､ 倉庫を設けて資料保存｡








出てきた｡ 巡回指導を行って､ 統一を図った｡ しかし原課から引き継
ぐと､ そこにバラツキがあり､ 引継ぎ方に問題があった｡

















メモも情報なんだ､ という意識があった｡ 自治体の理念､ 精度が高かっ
たと言える｡ あちこちの担当課から文書が出てきたし､ 枚複写の文
書の部が送られてきたりした｡
. 文書館は年の設置だが､ 当時､ 公害問題として工場の垂れ流
しと住民運動があった｡ また文書館は､ 行政文書の情報提供と自治体
史編纂のつの機能でスタートした｡ このときには､ 年開設の


















公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 80( 191 )
え､ 空間を確保している｡ また､ 別の場所に倉庫をカ所借りて保管
している｡ 公文書はこのまま増え続けるわけだが､ 革命的削減策でも
開発されなければ､ この困難は終わることがない｡
. 永年文書は年保管すると見直しを行うが､ その際に､ ～％を
廃棄する｡
. 残すべき文書選別作業は､ 次のような段棚方式で行う｡ これによ
り､ 段階精査が可能｡ こうした選別は､ ファイリング方式にしたこ
とによって可能となった｡
. ｢ファイリング・システムにおける文書の流れ｣ (資料) のつの
選別の基準だが､ 基本的に､ 文書が作られた歴史的背景に戻り､ 時間
軸と横軸で選別を考える｡ また､ 前年度実績を参照するが､ 新たな事
業や藤沢市としての特色事業､ 江ノ島観光など当年度のみの事業､ 総
合計画､ 記念事業などを選別する｡
. 平成になるまで､ 選別は恣意的で ｢ないよりまし｣ といった意識で
の選別だった｡
. ファイリング・システムではあらかじめ ｢○○年｣ と区分したファ
イルが用意されているが､ 市職員が内容を考えて､ 指定ファイルに入
れてくれるかは､ 課や担当者によって異なる｡ 年､ 年､ 年文
書などはとっておけば､ 安全と考える傾向がある｡ 永年文書で､ 明治
79 ( 192 )
当年度文書類










ら､ 情報管理課長補佐に格下げとなった｡ 団塊世代が去り､ ポストを
少なくする市の方針が背景にある｡










に基づき､ 各課で､ また個人で､ 箱に年度とファイル番号をつけファ
イルする｡
こと文書でいえば､ これは職員や課のものでなく､ 市民のものであ











し､ 文書管理のあり方について､ 全職員が見直すことになった｡ 市レ
ベルでは､ 文書主義が基本であり､ 文書管理が本質的仕事である｡
. 文書管理課にあるものは情報公開の対象ではない｡ ただし､ 目録は
明確に作成する必要がある｡ 非現用文書は情報公開の対象ではない｡
. 所蔵者から非公開要求があるものは､ 借金証文､ 被差別部落関係､















化振興､ スポーツ､ 社会福祉協議会､ 議会事務局 (市議会関連)､ 教
育委員会の文書も収集保管している｡ 市立学校については各学校で保
77 ( 194 )
存｡ 学校文書は保存年限が決まっていて､ 同一基準で学校で保存する｡












. 文書のうち､ 何がどのように必要かは､ 利用頻度によっても判断で
きるが､ 研究者は勿論一般の要望もない｡ つまり､ 社会的需要がない｡
研究者さえ利用が少ない｡
. 文書館の利用を､ 情報公開とシームレスにできないか､ という案も
あるが､ 文書館利用の現状と情報公開とは断絶があり､ 難しい｡




. 一般の閲覧利用はほとんど無いが､ 行政職員は､ 一般の方のために､
間接利用していると考えている｡ 一般の方は､ 権利を行使していない
が､ 行政職員は住民の生活の代行として考える｡
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 76( 195 )
() 文書作成と電子化および将来展望
. 現在はパソコンで文書作成が基本だが､ 紙ベースが多い｡ 起案文書
は捺印紙を必要とする｡ 文書のうち､ 目録に反映されるものはパソコ




























年金課､ 特殊文書､ 職員文書､ 丸秘文書など)
⑤ 情報セキュリティは､ 電子より紙ベースが高い｡ 文書管理の保管
スペースが藤沢市は他市より恵まれているところから､ 集中管理が
できている｡ 部局では建設､ 福祉､ 経済､ 総務など縦割りの島が強





. 情報公開がスタートすることで､ 文書管理が必要となり､ それを文
書館が引き受け､ これが結果としてよかった｡ 公文書管理が条例によっ
て決まる､ というより､ 必然的なこれまでの経緯から､ 文書館がその
役割を担うこととなった｡
() 参考文献
『周年記念文書館 業務と利用案内』 藤沢市文書館 年月
. 共通項目 (必須項目) 以外の項目
() 県内関連機関との連携
湘南地区旧市の逗子､ 鎌倉､ 茅ヶ崎､ 小田原､ 藤沢で各文書課の研究会
が行われている｡
収受発送､ 条例審査などをテーマとする｡ 各自治体は文書庫を保有して
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 74( 197 )
いる｡
() 藤沢市文書館のあり方
. 藤沢市文書館は､ 地域の歴史編纂から始まり､ あとから公文書管理
をだきあわせることになった｡ 当時､ 現用文書まで手を出すと大変だ
といわれたが､ ともに税金で運用されており､ 文書館は歴史文書だけ
ではダメ｡ つまり､ 資料を消費するだけではダメで､ 常に生産されて
いる資料を加え､ 新たな資料を増やしていくことが必要である｡
. 文書課の機能が充分働いていない｡ たとえば､ 文書作成指導を行っ
ていない､ 化など､ 効率的な文書の生産・管理の問題を取り扱っ
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() その他
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・廃棄文書リストを元に､ 一次選別開始｡ 一次選別は､ 前年の廃棄文書リ
ストと比較して行う｡ (パソコン上で数年分の廃棄文書目録データを比
較する)
① 採取文書の継続性を考慮して､ 前年まで採取した文書は ｢例年採取
文書｣ として優先的に採取し､ 廃棄の文書は廃棄とする｡ フォルダー
名を元に判別する｡
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廃棄文書リストには､ 収納した箱番号と採取備考を記入｡
















③ 過去に採取した歴史的公文書の､ 再評価選別作業と､ 件名目録の作成｡
④ 歴史的公文書は､ フォルダー (薄冊) 単位でエクセルにて目録が作成されて
いる｡
以上
公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 62( 209 )
(文責 大友昌子)
61 ( 210 )
資料 藤沢市文書館 (もんじょかん) の施設状況
文 書 館
   	
 
     
 
   !"#$%& '()*'
文書館書庫
     
 
+,-. 
   !"#$%& '
市役所新館地下階書庫





































































 公文書館長 (嘱託､ 現数)
：市役所退職者が就任している｡ 職階上の位置は課長補佐級であり､
59 ( 212 )
公文書館の事項にかんする決裁は､ 館を所管する総務部庶務課長が
行う｡
 専門主事 (嘱託､ 現数)
：教員退職者を採用することを基本とする｡ 図書資料の管理に当たる
ため､ 司書資格を保持する職員が存在する｡
 補助員 (嘱託､ 現数)：利用受付など



















 条例上､ 公文書館には現有文書に対する権限はない｡ 現有文書に関す
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区切っているものである｡

















































55 ( 216 )
. 公文書に関する公務員などの意識､ とくに情報公開条例との関連で
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なお松本市文書館は ｢ぶんしょかん｣ と称する｡ これは ｢もんじょかん｣
として歴史資料に重点を置くのではない一方､ ｢公文書館｣ として専ら行
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おり､ その時期に文書館から原課に呼びかけを行って廃棄公文書の取
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から聞かれた｡

















































いか｡ 現用と非現用の両方に目を配り､ 中間書庫の機能も担えば､ 収
集には財源は必要なく､ 整理保存研究に集中できることになろう｡ 現
状の歴史資料だけにこだわっていては､ 文書をどのように利用してい









せていくことが必要｡ この観点から､ 自治体レベルでは ｢公文書館｣
という入れ物の有無が問題なのではなく､ 保管する仕組みが必要であ
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紙はまとまると重量があるため､ 利用の簡便化のためにつづら式





公文書の保存・管理・利用システムの構築に関する総合的研究 30( 241 )
利用頻度において屈指を誇る旧土地台帳｡ 航空写真や旧公図とと
もに､ 土地境界確定トラブルにあたって参照されることが多いとい
う｡
成形される前の中性紙の保存箱｡ 資料の高さ・厚みに応じていく
つか種類がある｡
